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神戸リハビリテーション病院　
リハビリテーション部
－継承と革新－

県内屈指の回復期リハビリテーション専門病院
当院は、急性期治療後の脳血管疾患や骨折等の患者さま
を対象に回復期リハビリテーションに重点を置い た病床数
180床の県内最大級のリハビリ医療を行っ ています。約
130人のセラピストを配置し、リハビリテーション医療・看
護・介護等のスタッフが 一体となったチーム医療を提供し
ています。

 運営は一般財団法人
運営は、神戸市・神戸市医師会・こうべ市民福祉振興協
会の三者が設立した、一般財団法人神戸在宅医療・介護
推進財団があたっています。 当財団では、介護老人保
健施設、訪問看護事業、 居宅介護支援事業なども運営・
実施し、豊富な資源を活かし医療・看護・介護・リハビリ
までトータルにサポートしています。

理 念  ‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒
科学的根拠に基づいた質の高い治療技術と強力なチーム医療で、患者さまの自立と社会・家庭への復帰を支
援します。

方 針  _________________________________________
●  患者さまの想いに共感し寄り添える高い倫理観から、個別性に応じた心のこもっ
たリハビリテーションを提供します。

●  ガイドラインやエビデンスに基づき、世界基準の安全で質の高いリハビリテーショ
ンを提供します。

●  最新の情報をアップデートし、さらには自らの臨床データを分析することにより、
治療技術の向上に努めます。

●  神戸市の基幹病院として、地域貢献事業を通じて神戸市の健康寿命の延伸に
貢献します。

メッセージ  ‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒
何十年もの時を重ね、私たちは多くの患者さまと向き合ってきました。これまで
の実績を礎に先進的な医療技術や知見を重ね、臨床、研究、人材育成、地域医療・
福祉の推進において、本邦のリーディングホスピタルを目指します。あなたの力を、
ぜひ私たちの病院で活かしてください。

135名のリハスタッフが在籍
2025年4月1日時点

理学療法士

87名
作業療法士

33名

言語聴覚士

15名
スタッフ
平均年齢

34歳

■当院の特徴

リハビリテーション部

■スタッフ数

リハビリテーション部長
森沢知之

神戸リハビリテーション病院　
リハビリテーション部
－継承と革新－



脳血管疾患や運動器疾
患はもちろんのこと循
環器疾患や呼吸器疾患、
さらにはマルチモビディ
ティ（多疾患併存）を有
する患者さまにも最適な
リハビリテーションを提
供します。臨床以外にも、
研究・学術活動や人材
育成にも積極的に取り組
んでいます。さらに地域
とのつながりを大切に健
康寿命の延伸を目的とし
た様々な社会貢献活動
を行っています。

当財団は回復期を中心に、
急性期病院との人事交流
や在宅・行政分野など幅
広い分野に関わる機会が
あります。私自身も、様々
な経験を通して少しずつ成
長することができました。
臨床はもちろん、教育や
研究にも取り組める環境が
整っており、年代も幅広く、
相談しやすい雰囲気が魅
力です。学びたい気持ち
を大切に、一緒に歩んで
いきましょう。

日々の業務の中では迷った
り悩んだりすることもあり
ますが、そんなときには相
談しやすい先輩や、一緒
に考えてくれる同僚がいて、
とても心強く感じています。
整形や中枢だけでなく、心
リハや呼吸器など、さまざ
まな分野に経験豊富なス
タッフがそろっているため、
どの方向を目指す方にとっ
ても学びの多い環境です。
私も支えてもらった分、今
度は後輩にとって頼れる存
在でありたいと思いながら、
日々業務に取り組んでい
ます。

●  寝返り・立ち上がり・歩行などの基本動作の再獲得に力を入れています
●  機能回復と生活の質（QOL）の向上を目的に、個別性を重視したアプローチを行っています
●  在宅や社会復帰を見据えた実践的な運動指導にも取り組んでいます
●  臨床・教育・研究の3本柱を軸に、次世代の理学療法を担う人材の育成にも力を注いでいます

理学療法部門

■部門紹介

先輩の声

２年目セラピスト１日の流れ

理学療法士
（2年目）

外来心臓リハビリテーション
心疾患患者さまに対し、再発・再入院のリスクを減少
できるようリハビリテーションしていきます

出勤
当日リハビリテーションを行う患者さまの情報収集

入院患者さまのリハビリ

患者さまのリハビリ

休憩

ケースカンファレンスへの参加

入院患者さまのリハビリ
頚髄損傷の患者さまのリハビリでは運動麻痺や感覚
障害を考慮して、自宅退院に向けてアプローチを進
めていきます

カルテ記載

退勤

9：00

9：10　

10：00　

11：10

12：10　

13：15

14：00

17：00

17：30

理学療法士　
６年目  M.N 理学療法士 主査　

19年目  K.M



他のクリニックではなく、
ここで働こうと思った決め
手は180床と県内最大級
の回復期リハビリテーショ
ン病院であり、病棟だけ
でなく、老健、訪問リハ、
神戸市住宅改修助成事業
（OTのみ）など幅広 い分
野を経験できると思ったか
らです。実際に働いてみ
て感じたことは、幅広い年
齢層のスタッフがいるため、
相談しやすい環境がありま
す。また、男性でも育児
休暇が取れ、有休も取り
やすいです。

言語聴覚士が関わる患者
さまの中には罹患前と比
ベコミュニケーションが上
手くいかず、落ち込まれる
方もいらっしゃいます。そ
んな中、私たちが寄り添い、
再びコミュニケーションを
とることの楽しさを共有で
きればと思います。また、
多くの 患者さまと接する
機会が多いため、様々な
症状の患者さまのリハビリ
を経験できます。

病院内に100名を超える
幅広い年代のリハビリス
タッフが在籍しています。
経験豊富な先輩方が多く、
患者さまへの対応で悩ん
だ際には、様々な視点か
らアドバイスを頂ける環境
が整っています。また、介
護老人保健施設や訪問リ
ハビリテーション、住宅改
修助成事業など様々な分
野での経験を積むことがで
き退院後の生活を見据え
た幅広い支援に関われるこ
とが魅力の1つです。

介護老人保健施設や在宅
介護支援事業なども運営
されており、地域に密着し
た医療が行われているとこ
ろに魅力を感じました。リ
ハビリスタッフが多く在籍
しているため、相談がし
やすく様々なアドバイスを
頂きながら患者さまに寄り
添った治療ができます。

●  退院後の生活を想定し、ADL・IADLへアプローチしています
●  退院前には必要に応じ自宅へ訪問し、介助指導や住宅改修指導も実施します
●  症例検討や住宅改修の勉強会など部門内でも自己研鑽の場があります
●  先輩に相談できる環境であり、新人教育も丁寧に行っています

●  脳卒中や頭部外傷、廃用によって生じた失語症・構音障害・嚥下障害・高次脳機能障害・認知機能障
害に対し、リハビリテーションを行っています

●  嚥下障害の患者さまには医師を中心にチームを組み評価・アプローチを行っています
●  嚥下内視鏡検査（VE）や嚥下造影検査（VF）を積極的に行っています
●  病院で経験を積んだ後、老健や訪問部門で活躍しているSTもいます
●  幅広い年代のSTが在籍し、新人教育を行っています

作業療法部門

言語療法部門

先輩の声

先輩の声

言語聴覚士
３年目  Y.S

言語聴覚士
10年目  N.H

作業療法士
２年目  H.I

作業療法士　
7年目  K.T



管理業務を含め、
専門分野へと進ん
でいく

入職1年目から始まる新人教育プログラムを軸に、積み重ね式（クリニカルラダー）の教育体制をとっています。
確かな知識と技術が身に着くように先輩セラピストが皆さんを手厚くサポートします。また神戸市の急性期
病院との人事交流などを通して幅広い経験を積んでもらいます。当部は教育と研修を重視し、セラピストの
知識と技術を高め続けます。

新人教育プログラ
ムに沿って、指導
を受けながらリハ
ビリテーションの実
践力を身につける

マニュアルに基づ
き、助言をもらい
ながらリハビリテー
ション業務が実践
できる

自立的に業務を遂
行し、新人指導を
行うことができる

ほぼすべてのリハ
ビリテーション業務
が実践できる

病棟専従者として
の役割を担い、他
部署との連携を含
め、リーダー的役
割ができる

■教育・研修

■福利厚生

あなたの “なりたい” をここで形に。

STEP 1

STEP 2

STEP 3

STEP 4

STEP 5

STEP 6

、年間休日123日
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神戸リハビリテーション病院 
https://www.kzc.jp/hospital/ 

TEL 078-743-8200　FAX 078-743-8211
〒651-1106 神戸市北区しあわせの村1番18号
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